
1．地震・津波の基礎知識

地震調査研究推進本部「地震がわかる！」より

「地震(＝断層運動)」が引き起こす現象

地震発生のメカニズム



日本周辺のプレート

日本周辺で発生する地震のタイプ



震源と震央
地震情報で用いる震央地名



津波は繰り返しやってくる

津波の伝わる速さと高さ



津波を知る 津波予報区



2．千葉県の地震活動と津波警報等の発表状況
千葉県の地震活動



千葉県の地震活動



千葉県に発表された津波警報等



(参考) 震度観測点と震度観測施設
千葉県内の震度観測点 銚子地方気象台の震度観測施設



3．気象庁が発表する地震・津波に関する情報
緊急地震速報



長周期地震動



推計震度分布図



気象庁の発表する地震・津波に関する防災情報



津波警報・注意報



4．南海トラフ地震に関連する情報と北海道・三陸沖後発地震注意情報

南海トラフ地震に関連する情報



大規模地震の発生可能性が平時よりも想定的に高まって
いることを伝える情報

■情報発信の方法
気象庁・内閣府の合同記者会見
気象庁：後発地震への注意を促す情報発信と解説
内閣府：情報発信に伴い取るべき防災対応の呼びかけ

■情報発信の条件
日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の想定震源域と

想定震源域に影響を与えるエリアで、Mw7.0*1以上の地
震が発生した場合

■防災対応をとるべきエリア
最大クラスの地震により津波高3ｍ以上、震度6弱以上

が想定される地域
(北海道、青森県、岩手県、宮城県、茨城県、千葉県

の対象市町村)
■防災対応をよびかける期間
地震発生から1週間 ※「防災対応のよびかけ」は国や自治体が行う

■情報発信の頻度(想定)＊3

概ね2年に1回程度

北海道・三陸沖後発地震注意情報

※ 地震の規模や発生場所、発生時刻を高い確度で予測
する情報ではなく、情報が発信された場合でも後発地震
が発生しない可能性が高いことに留意



5．地震・津波から身を守る
地震から身を守る



津波から身を守る

津波警報・注意報を見聞きしたり、海辺で強い揺れを感じたり、長くゆっく
りした揺れを感じたりしたら、海辺から離れ、より高い安全な場所へ避難
しましょう。

解除まで気を付けて
津波は繰り返し襲ってきます。津波到達後も津波警報・注意報が

解除されるまで気を緩めず、避難を続けてください。津波警報が出てい
る間は、絶対に戻ってはいけません。
注意報でも海中は危険
津波注意報が出ているところでは、海水浴や磯釣りは危険です。た

だちに海から上がって、海岸から離れてください。
正しい情報を入手
テレビやラジオ、広報車、防災行政無線などを通じて正確な情報を

入手しましょう。



気象庁HP 地震・津波情報
地震・津波に関する防災情報



知識・解説


